
議 会 だ よ り平成２０年（２００８年）２月７日発行 （２１４号）　　－６－

市
民
が
必
要
と
す
る
学
校

市
民
が
必
要
と
す
る
学
校

施
設
の
共
用
活
用
を
望
む

施
設
の
共
用
活
用
を
望
む

項
目
に
石
け
ん
を
入
れ
な
い
か
。

　

市
長　

�
市
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
水
を
残
し
て
い
く
の
は
我
々

の
責
務
で
あ
る
。
そ
の
環
境
保
全

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　

環
境
部
長　

�
追
加
を
す
る
。

　

環
境
政
策
課
長
補
佐　

�
研
修

で
理
解
が
進
む
よ
う
努
め
た
い
。

�
的
確
な
情
報
を
提
供
す
る
に
は

研
究
が
必
要
。
情
報
を
収
集
し
、

結
果
に
基
づ
い
て
可
能
で
あ
れ
ば

チ
ラ
シ
は
策
定
す
る
。
�
掲
示
場

所
の
関
係
課
と
調
整
し
、
掲
載
内

容
を
考
え
た
い
。
�
グ
リ
ー
ン
購

入
推
進
会
議
で
検
討
し
て
い
く
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

昨
年
９
月
、
市
の
方
針
で
あ
る

石
け
ん
使
用
に
つ
い
て
質
問
を
し

て
か
ら
１
年
経
つ
。
公
共
施
設
の

状
況
を
調
査
し
た
が
、
合
成
洗
剤

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
。

�
市
の
石
け
ん
使
用
、
ま
た
、
水

環
境
を
守
る
政
策
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
て
い
る
か
。
�
市
役
所

版
の
環
境
行
動
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
石
け
ん
使
用
の
項
目
が
な
い
が
、

入
れ
な
い
か
。
�
職
員
研
修
に

「
石
け
ん
」
の
項
目
を
追
加
し
な

い
か
。
�
市
で
石
け
ん
使
用
に
つ

い
て
の
わ
か
り
や
す
い
チ
ラ
シ
を

作
り
、
周
知
し
な
い
か
。
�
公
共

施
設
の
給
湯
室
に
石
け
ん
使
用
を

周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
貼

ら
な
い
か
。
�
環
境
に
配
慮
し
た

物
品
を
進
め
る
グ
リ
ー
ン
購
入
の

件
で
特
別
教
室
は
会
議
室
と
し
て

の
使
用
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

公
民
館
長　

�
質
問
の
公
民
館

児
童
館
、
老
人
い
こ
い
の
部
屋
を

併
設
し
て
い
る
館
は
、
小
金
井
市

貫
井
南
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
公
民

館
貫
井
南
分
館
と
貫
井
南
児
童
館
、

老
人
い
こ
い
の
部
屋
か
ら
な
る
複

合
施
設
だ
が
、
設
備
、
備
品
な
ど

限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
業
務
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
関
係
課
と
調
整

を
し
、
利
用
し
て
い
き
た
い
。

■
こ
の
他
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
に
ど
の
程
度
エ
コ
関
連
物
が

設
置
さ
れ
る
か
質
問
し
ま
し
た
。

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

�
た
て
割
行
政
の
枠
を
越
え
て

市
施
設
を
有
効
に
共
用
活
用
し
て

欲
し
い
。
�
学
校
の
音
楽
室
、
図

書
室
、
工
作
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、

体
育
館
、
校
庭
、
他
余
裕
教
室
の

開
放
に
対
す
る
考
え
方
及
び
貸
出

状
況
は
。
�
公
民
館
、
児
童
館
、

老
人
い
こ
い
の
部
屋
併
設
館
の
施

設
、
備
品
を
お
互
い
に
貸
し
合
い

活
用
し
合
え
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

�
学
校
は
児

童
生
徒
の
教
育
の
場
で
あ
る
と
共

に
、
地
域
住
民
の
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
の
場
と
し
て
期
待

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
教
育
機
能
や

施
設
を
積
極
的
に
開
放
す
る
こ
と

は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
貸
出
し
は
平
成　

年
に
小

１８

学
校
６
千　

件
、
中
学
校
４
千　

５１６

１５３

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

京
都
議
定
書
に
反
し
て
温
暖
化

ガ
ス
排
出
量
が
増
え
て
い
る
日
本

の
責
任
は
重
大
だ
。
小
金
井
市
も

市
施
設
か
ら
の
排
出
量
が
年
々
増

加
、
駅
前
で
は
超
高
層
ビ
ル
・
大

駐
車
場
・
大
商
業
ビ
ル
の
再
開
発

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
の

増
加
分
を
上
回
る
排
出
削
減
の
取

組
を
求
め
る
。
�
環
境
基
本
条
例

に
基
づ
く
環
境
報
告
書
の
発
行
時

期
が
遅
す
ぎ
る
。
次
年
度
予
算
に

反
映
で
き
る
時
期
に
発
行
を
。
�

８
施
設
で
行
っ
た
省
エ
ネ
診
断
を

ど
う
生
か
す
の
か
。
�
市
施
設
へ

の
計
画
的
な
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設

置
を
。
�
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
を

導
入
し
、
東
京
都
が
す
す
め
る
電

気
の
グ
リ
ー
ン
購
入
・
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
参
加
を
。
�
市
事
業

の
熱
帯
材
使
用
合
板
の
使
用
中
止

を
。
�
地
球
温
暖
化
防
止
・
地
域

計
画
の
早
期
策
定
を
。

　

環
境
部
長　

�
早
め
の
作
成
に

努
力
す
る
。
�
一
部
施
設
の
対
応

を
来
年
度
予
算
に
向
け
て
準
備
す

る
。
�
今
年
度
中
に
つ
く
る
環
境

保
全
計
画
の
中
で
具
体
的
な
目
標

を
定
め
て
設
置
し
て
い
く
。
�
使

用
し
て
い
る
。
関
係
課
と
調
整
し

指
示
す
る
。
�
東
京　

市
区
町
村

６２

共
同
事
業
の
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量

算
定
ソ
フ
ト
が
来
年
度
末
に
で
き

る
の
を
待
っ
て
策
定
す
る
。

　

市
長　

�
参
考
に
す
る
。

る
。
昭
和
病
院
を
始
め
小
金
井
市

内
で
も
小
児
科
は
減
っ
て
い
る
。

�
都
立
小
児
病
院
の
統
廃
合
は
や

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
�
市
内

病
院
と
連
携
し
た
夜
間
、
準
夜
外

来
を
開
設
し
な
い
か
。
�
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
救
急
対
応
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
昭
和
病
院

に
影
響
が
出
て
く
る
た
め
、
安
心

で
き
る
医
療
体
制
の
確
保
を
要
望

し
て
い
る
。
�
夜
間
外
来
の
必
要

性
を
考
え
て
い
る
が
、
研
究
課
題
。

�
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
り
、
研
究
し
た
い
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�
市
長
は　

年
ま
で
に
、　

億

０８

９２

円
の
市
役
所
庁
舎
を
再
開
発
区
域

内
に
建
設
す
る
公
約
が
果
た
せ
ず
、

今
年
７
月
に
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀

行
に
、
リ
ー
ス
庁
舎
の
契
約
更
新

を
通
知
し
た
が
、
�
今
後
の
方
針

は
。
�
リ
ー
ス
庁
舎
を
買
い
取
る

の
か
。
�
他
の
自
治
体
と
比
較
し

て
現
在
の
市
役
所
建
設
計
画
と
リ

ー
ス
庁
舎
の
買
取
で
、
合
計　

億
３００

円
も
費
用
を
か
け
る
ム
ダ
遣
い
で

あ
り
、
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

�
第
２
地
区
の
早
期
着

工
を
め
ざ
す
。
�
市
民
、
議
会
の

判
断
を
見
て
考
え
る
。
�
最
優
先

政
策
で
は
な
い
。

　

�
小
児
科
、
産
科
医
師
不
足
に

よ
り
、
救
急
体
制
が
十
分
に
と
れ

ず
、
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い

か
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
庁
舎
建

設
ま
で
の
具
体
的
年
次
計
画
は
何

一
つ
と
し
て
実
現
し
て
い
な
い
。

私
た
ち
は
南
口
再
開
発
の
よ
う
な

不
確
実
な
も
の
を
前
提
に
し
て
リ

ー
ス
庁
舎
を
更
新
す
れ
ば
、
さ
ら

に　

年
間
賃
借
を
継
続
す
る
こ
と

１０
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
指
摘
し
、

結
果
は
私
た
ち
の
言
っ
た
と
お
り

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
際
、
市
長

の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。　

　

市
長　

現
時
点
で
遅
れ
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
反
省
は
持
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
持
っ
て
い

な
い
。

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

２
０
０
８
年
末
に
契
約
の
切
れ

る
リ
ー
ス
庁
舎
に
つ
い
て
、
契
約

を
更
新
し
て
さ
ら
に
約
５
年
間
賃

借
し
た
い
旨
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託

に
通
告
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
２
０
０
１
年
２
月
、
１
回

目
の
更
新
通
告
の
時
期
、
市
民
の

党
は
「
一
日
も
早
く
ジ
ャ
ノ
メ
跡

地
に
自
前
庁
舎
建
設
を
」
と
い
う

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
契
約
を
更
新

し
な
い
こ
と
が
リ
ー
ス
庁
舎
脱
却

の
最
も
現
実
的
な
選
択
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
市
は
、

３
月
５
日
号
の
市
報
を
使
っ
て
、

２
０
０
８
年
度
に
武
蔵
小
金
井
駅

南
口
の
再
開
発
予
定
地
区
（
第
２

地
区
内
）
に
新
庁
舎
を
取
得
す
る
、

再
開
発
で
リ
ー
ス
庁
舎
も
早
期
解

消
で
き
る
と
宣
伝
し
始
め
た
。
し

は
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

�
責
務
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
�
現
状
の
収
集

体
制
・
収
集
方
法
を
変
更
す
る
予

定
は
な
い
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

�

こ
う
い
う
施
設
を
暫
定
的
に
せ
よ

一
定
期
間
つ
く
る
の
は
極
め
て
困

難
と
考
え
る
。
�
ぜ
ひ
勉
強
・
調

査
等
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
「
貫
井
北
町
地
域
セ

ン
タ
ー
の
建
設
時
期
」
及
び
「
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
他
市
に
持
ち
込
む
ご
み
を
大

幅
に
減
ら
す
方
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
と
の
認
識
は
あ
る
の
か
。
�
５

％
、　

％
減
ら
す
の
で
は
な
く
、

１０

大
幅
に
減
ら
す
決
意
は
あ
る
の
か
。

�
「
脱
焼
却
」
的
な
処
理
方
法
な

ら
、
焼
却
場
に
比
べ
て
コ
ス
ト
も

安
く
面
積
も
と
ら
な
い
。
例
え
ば

亜
臨
界
加
水
分
解
処
理
は
、
液
状

化
し
た
生
成
物
を
共
生
菌
で
処
理

す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
下
水
に
流
せ
る
。
ト

ン
当
た
り
の
処
理
費
は
焼
却
場
の

　

分
の
１
ぐ
ら
い
で
あ
る
。　

年

１０

１０

間
の
広
域
支
援
は
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
問
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
て

い
る
中
、
具
体
的
に
導
入
で
き
る

か
検
証
に
入
る
べ
き
だ
。
�
情
報

収
集
や
現
地
視
察
を
行
う
べ
き
で

貫井南児童館の厨房

他
市
へ
の
持
ち
込
み
ご
み
を

他
市
へ
の
持
ち
込
み
ご
み
を

減
ら
す
方
策
に
つ
い
て

減
ら
す
方
策
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
の

地
球
温
暖
化
対
策
の

実
効
性
を
高
め
よ
う

実
効
性
を
高
め
よ
う

「「
石
け
ん
使
用

石
け
ん
使
用
」」をを

更
に
進
め
る
た
め
の
施
策
を

更
に
進
め
る
た
め
の
施
策
を

市
役
所
建
設
計
画
は

市
役
所
建
設
計
画
は

ム
ダ
遣
い
で
あ

ム
ダ
遣
い
で
あ
り
、撤
り
、撤
回
を
回
を

集会所に貼られた「合
成洗剤持ち込み禁止」
のポスターは数か所の
公共施設にしか貼られ
ていないため合成洗剤
が持ち込まれている。

リ
ー
ス
庁
舎
契
約
更
新
に
関
し

リ
ー
ス
庁
舎
契
約
更
新
に
関
し

市
長
の
責
任
を
問
う

市
長
の
責
任
を
問
う

２００８年に脱却できなく
なったリース庁舎（第
二庁舎）


